
 

議員提出議案第３号   

 

地方自治法の一部を改正する法律案に関する意見書  

                                      

 上記の議案を提出する。  

                                      

令和６年３月 26日  

                                      

       

提  出  者  

 

25番  川  名  ゆうじ  

 

13番  さこう  も  み  

 

21番  本  間  まさよ  

 

24番  西園寺  みきこ  

 

 

 

 

 

武蔵野市議会議長  落合  勝利  殿  

  



 

地方自治法の一部を改正する法律案に関する意見書  

 

政府は、令和６年３月１日、地方自治法の一部を改正する法律案（以下

「法案」という。）を閣議決定し、法案を国会に提出しました。法案は、大

規模な災害、感染症の蔓延など国民の安全に重大な影響を及ぼす事態におけ

る特例として、国が地方公共団体に対し、閣議の決定を経て、その必要な限

度において、地方公共団体に対し、必要な指示をすることができるとしてい

ます。  

ところが、今回の法案では、現行法制ではカバーできない事態に対処す

るとしていますが、どのような事態を想定しているのか具体的に示されてい

ません。現行制度では、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関す

る法律（感染症法）等の個別法に規定があれば、国による指示権の行使が可

能となっており、必要性に疑問が残されています。  

また、平成 12（ 2000）年、いわゆる地方分権一括法の施行により、国と

地方は上下・主従関係ではなく対等・協力関係となりました。そのため、武

蔵野市議会を含む多くの地方議会では議会基本条例を制定し、市民の負託に

応えられるよう今日まで努力を続けてきています。この状況で、今回の法案

は、地方分権一括法の趣旨に反し、国への権限の再集権化につながるだけで

なく、地方分権・地方自治の後退につながるおそれがあります。  

よって、政府においては、全国知事会の提言等も踏まえ、現場の実情を

適切に踏まえた措置となるよう十分な議論を尽くすことを強く求めます。  

 

以上、地方自治法第 99条の規定により意見書を提出します。  
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